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不寛容社会
校長　大村　眞理子
１０月初めは３０度を超す暑い日もあったにもかかわらず、急に冷え込んで秋の気配が身近に感じられるようになりました。生徒たちは１０月２８日（金）に行われるＫ中祭文化祭部門の合唱コンクールに向けて、合唱の練習に一生懸命取り組んでいます。今年は例年以上に取組に熱が入っていて、早い時期から朝の時間に、歌声の響くクラスもあります。その前向きに取り組んでいる様子を見て、本校が落ち着いて学校生活を送ることができていることが感じられ非常にありがたく思います。生徒たちへの地域や御家庭でのご理解とご協力がこの状態を維持するのを支えていると感じています。これから、どのクラスも合唱の仕上げの時期に入ってきますが、当日の合唱がとても楽しみです。
　以前、テレビで「不寛容社会」について取り上げられている番組がありました。自分に対しての批判を受け入れることや自分の思いを主張するときの気持ちのもちようについて、いろいろと考えさせられました。学校生活では「不寛容」になってしまうと、ぎすぎすした人間関係になり、様々なひずみが出てきてしまいます。今生徒たちが取り組んでいる合唱の練習は常に順調というわけにいかないこともあり、そのたびに生徒たちは課題を解決しようと頑張ります。その中で、互いを認め合ったり、助言し合ったりしてより良い合唱を創りあげようとしています。争っているだけでは、何も進展せず、時間や精神力を使い、禍根を残すことになる場合もあります。合唱への取組を通じて生徒たちが成長しているように感じています。
生徒たちがこれから生きていく社会はどんな社会になるでしょうか。K中生は真摯に物事に取り組んだり、人の話をきちんと聴いたりすることのできる生徒が多いです。そして合唱コンクールの練習にも表れているように寛容性を備えた生徒も多くいます。集団生活ではその構成員や指導者が不足している部分を補ったり、不適切な部分を修正したりしながらより過ごしやすい環境を作っていきます。他者の指摘をしっかり受容すること、自他を正しく評価することなどが集団の中では必要です。
最近、コミュニケーション力の不足が話題になることが多くありますが、宮谷小学校との小中一貫教育の取組の中の９年間で育てる子ども像のひとつに「コミュニケーション力を身に付けた子ども」があります。子どもだけでなく大人もコミュニケーション力を今まで以上に身に付け、過ごしやすい社会にしていきたいものです。
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『　心豊かにたくましく生きる生徒の


育成をめざします　　　　　』
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